
平成22年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要
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178 2,450経常 一般経費
豊後大野市食品衛
生協会補助

負担金補助
及び交付金

2,628

440500経常 花いっぱい運動補助事業
補助件数（２２件） 負担金補助

及び交付金
440

6,889経常
飲料用水施設改善補助事
業

補助件数（７件） 負担金補助
及び交付金

6,534

4,485経常 公衆衛生事業
頭数（2,249頭）

需用費 3,603

臨／経 事　業　名 事業内容（主な経費等）
決算額

（千円）
財源内訳予算現額

（千円）

114150経常 公衆浴場確保対策事業
燃料費等の補助 負担金補助

及び交付金
150 36

経常
奥嶽川水質監視事務委託
金

水質調査委託金
県委託金 需用費 90 9090

国・県支出金 市債 その他 一般

目
的

対
象

環境衛生事業環境衛生費
予算

部局名 生活環境部

課室名 環境衛生課

　○公衆浴場確保対策事業　・・・　三重温泉　　　燃料費等の補助　　150,000円

　○奥嶽川水質監視事務委託金　・・・　水質調査委託金　県委託金　90,000円

　○公衆衛生事業　・・・　狂犬病の予防注射頭数等

　○飲料用水施設改善補助事業　・・・　7件　6,534,000円補助

　○花いっぱい運動補助事業　・・・　22件　440,000円補助

　○一般経費

市民自然環境の保全、公衆衛生の確保

決算書
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款 項 目

4 1 3 頁

事務事業名称目　　　名

事
業
概
要



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２０～Ｈ２２（決算額）、Ｈ２３（予算現額） ６．H24年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

対応（改善点等）

補助金交付基準に沿った交付を行う

公衆衛生の維持に努める

国　　費

そ の 他 2,310

一般財源 6,765

方向性

理由

前年並

c

b
狂犬病注
射頭数

頭

Ｈ２２

件

Ｈ２０ Ｈ２１

――

2,249 頭

― ― ―

頭2,676 頭 2,651

課題

住民要望等から補助が削減できず、増加傾向である

―

指標の設定理由

快適な生活区間に必要な環境を整える

―

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断

目的達成のために適切な手段である

給水施設については確実に施設が整
備されている

評価内容

補助金交付要綱に則り執行に努め、市民の生活向上を図ること

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認

事業の方向性

継続

着眼点 分析

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3

3

事業の必要性が高い

法令等により、市が実施主体であるこ
とが定められている

おおむね市民の半数に享受できてい
る

8,992 10,997 12,166

10,997 12,166

2

分析根拠

事業費に係る人件費 1,698 2,133 2,190 2,150

うち経常 6,765 8,992

財
源
内
訳

県　　費 127 151 126 276

2,558 2,322 2,007

市　　債

うち経常経費 9,202 11,701 13,445 14,449

決 算 額 （千円）
Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

9,202 11,701 13,445 14,449

ｄ

公衆衛生の維持
件

―
a

補助実施
数 ―

21

成果指標名 単位 活動指標名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１Ｈ２２

5 件 件 30

a 補助実施数 ｂ 狂犬病注射頭数 ｃ

目標数値

活
動
指
標 目標 ― 目標 ― 目標

ｄ指標

成
果
指
標

指標名

数値

公衆衛生の維持

―

目
標
年
度

―
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事業の必要性

行政の

関与性

手段の

妥当性

事業の

有効性

受益の

対象性

分析グラフ


